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平平成成2233年年 №№665566

『まつまえ』の題字は金子然亭先生の揮毫

今今月月のの主主なな内内容容

○○松松前前町町表表彰彰式式………………………………………………………………ＰＰ２２

○○ままちちのの話話題題…………………………………………………………ＰＰ４４～～８８

○○年年末末年年始始のの町町のの機機関関・・施施設設ににつついいてて…………ＰＰ１１５５

○○人人事事行行政政のの運運営営状状況況ににつついいてて…………………………別別冊冊

（（関関連連記記事事はは８８ペペーージジにに掲掲載載））
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12広報まつまえ 平成２３年１２月号

 事
件
の
歴
史
的
背
景
 

　
松
前
家
４
世
 李
  廣
 の
子
は
、

す
え
 
ひ
ろ

  嫡
   子
 （
あ
と
つ
ぎ
）
５
世
慶
廣

ち
ゃ
く
 
し

ら
兄
弟
姉
妹
が
　
人
あ
り
、
そ

２６

の
半
数
の
女
性
は
各
家
臣
に
 嫁
 

と
つ

が
せ
、
男
性
は
 蠣
  崎
 姓
を
つ
い

か
き
 
ざ
き

で
、
松
前
宗
家
を
補
佐
す
る
役

割
を
は
た
し
、
血
縁
同
族
の
輪

が
広
が
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

　
松
前
家
７
世
 公
  廣
 が
　
歳
で

き
ん
 
ひ
ろ

４４

没
す
る
と
、
そ
の
子
８
世
 氏
  廣
 

う
じ
 
ひ
ろ

は
　
歳
で
藩
主
と
な
り
ま
し
た

２０
が
そ
の
７
年
後
に
没
し
、
９
世

 高
  廣
 は
７
歳
で
藩
主
と
な
り
　

た
か
 
ひ
ろ

２３

歳
で
没
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
幼
少
で
在
年
の

短
い
藩
主
の
交
代
が
続
き
、
藩

政
の
実
権
は
藩
主
の
一
門
で
あ

る
二
つ
の
蠣
崎
家
重
臣
ら
に
握

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
一
つ
は
、
４
世
李
廣
の

第
５
子
の
蠣
崎
 正
 

ま
さ

 廣
 を
家
祖
と

ひ
ろ

す
る
正
廣
系
（
法
源
寺
に
墓
）

と
、
も
う
一
つ
は
同
じ
く
李
廣

の
第
　
子
蠣
崎
 守
 

も
り

 廣
 を
家
祖
と

ひ
ろ

１１

す
る
守
廣
系
（
 壽
  養
 寺
跡
に
墓
）

じ
ゅ
 
よ
う

で
、
ど
ち
ら
も
家
老
職
に
あ
り

ま
し
た
。

　
守
廣
系
は
、
特
に
７
世
公
廣

の
後
妻
に
守
廣
の
女
（
 友
 

と
も

 廣
 の

ひ
ろ

妹
）
を
迎
え
、
さ
ら
に
公
廣
の

嫡
子
８
世
氏
廣
の
正
室
（
 清
涼
 

せ
い
り
ょ
う

 院
  殿
 ）
は
友
廣
の
女
で
、
守
廣
・

い
ん
 
で
ん

友
廣
の
二
代
に
わ
た
っ
て
松
前

 宗
  家
 と
 婚
  姻
 関
係
を
結
ん
で
い

そ
う
 
け
 

こ
ん
 
い
ん

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
正
廣
系
は
、 利
 

と
し

 廣
 の
女
を
氏
廣
の
嫡
子
９
世
高

ひ
ろ廣

の
正
室
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
寛
文
５
年
（
１
６
６
５
）６
月

に
高
廣
の
夫
人
が
没
し
、
同
年

７
月
に
藩
主
高
廣
が
　
歳
で
没

２３

し
て
、
　

世
 矩
  廣
 が
藩
主
と
な

の
り
 
ひ
ろ

１０

り
ま
し
た
。
７
歳
で
藩
主
と
な

っ
た
矩
廣
の
代
に
は
、
在
職
の

寛
文
５
年
（
１
６
６
５
）
か
ら
享

保
５
年
（
１
７
２
０
）
ま
で
の
　５６

年
間
に
家
老
の
変
死
が
５
名
に

及
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
他
不
祥
事
も
多

く
、
天
和
元
年
（
１
６
８
１
）に

幕
府
か
ら
 戒
  告
 を
受
け
、
有
名

か
い
 
こ
く

な
「
 門
昌
庵
 事
件
」
も
こ
の
時

も
ん
し
ょ
う
あ
ん

期
に
起
こ
り
ま
す
。

  「
矩
廣
」と「
幾
江
」 

　
松
前
家
　
世
矩
廣
が
７
歳
で

１０

藩
主
と
な
り
、
こ
れ
を
機
に
重

臣
が
実
権
を
握
り
藩
政
を
牛
耳

ろ
う
と
し
、
そ
の
勢
力
争
い
の

現
れ
が
こ
の
門
昌
庵
事
件
で
あ

る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
延
宝

４
年（
１
６
７
６
）矩
廣
が
　
歳
１８

の
時
、
自
分
た
ち
の
一
派
か
ら

奥
方
を
出
そ
う
と
一
味
の
 明
  石
 

あ
か
 
し

 種
  直
 の
娘
「
幾
江
」
を
城
中
に

た
ね
 な
お

送
り
矩
廣
の
 寵
愛
 を
独
占
し
て

ち
ょ
う
あ
い

い
ま
し
た
。

 「
雪
の
か
た
」
と「
松
枝
」
 

　
こ
れ
を
知
っ
た
江
戸
の
同
族

で
、
寛
文
９
年（
１
６
６
９
）シ

ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
で
当
時

　
歳
の
矩
廣
の
補
佐
を
し
て
指

１１揮
し
た
幕
臣
の
松
前
 泰
  廣
 は
、

や
す
 ひ
ろ

行
末
を
案
じ
矩
廣
に
正
室
を
迎

え
る
よ
う
説
得
し
、
延
宝
５
年

（
１
６
７
７
）矩
廣
　
歳
の
時
京

１９

都
の
公
卿
か
ら「
雪
の
か
た
」を

正
室
と
し
て
迎
え
ま
す
が
、
１

年
も
た
た
ぬ
う
ち
に
亡
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
正
室
を
失

っ
た
矩
廣
は
、
側
近
と
城
外
を

散
歩
中
に
家
臣
丸
山
 清
  康
 の
妹

き
よ
 や
す

「
 喬
  子
 」と
出
会
い
、
矩
廣
は
直

た
か
 
こ

ち
に
城
中
に
あ
げ
、
名
も「
松

枝
」と
改
め
寵
愛
さ
れ
る
と
こ

ろ
と
な
り
、
 侍
  女
 た
ち
の
彼
女

じ
 
じ
ょ

に
対
す
る
 嫉
  視
 が
集
中
し
ま
し

し
っ
 
し

た
。

  「松
枝
」と「
柏
巌
和
尚
」
 

　
明
石
ら
一
派
に
よ
る「
松
枝
」

を
 陥
 れ
る
策
略
を
知
っ
た
兄
の

お
と
し
い

清
康
は
、
矩
廣
の
信
頼
も
厚
か

っ
た
法
幢
寺
住
職「
柏
巌
和
尚
」

に
打
明
け
、
忠
告
を
依
頼
し
ま

す
。
延
宝
５
年（
１
６
７
７
）　１０

月
に
法
幢
寺
を
訪
れ
た
矩
廣
に

和
尚
は
忠
告
し
一
時
は
納
得
し

た
も
の
の
、
城
に
帰
る
と
明
石

ら
一
派
が
「
松
枝
」
と
「
柏
巌

和
尚
」
と
の
で
っ
ち
あ
げ
の
関

係
を
 密
 

み
っ

 告
 し
た
の
で
、
矩
廣
は

こ
く

直
ち
に
「
松
枝
」
を
呼
び
出
し

切
り
付
け
、「
柏
巌
和
尚
」
も
熊

石
に
流
罪
と
な
り
ま
し
た
。

  「門
昌
庵
」と「
た
た
り
」
 

　
熊
石
に
流
罪
と
な
っ
た
「
柏

巌
和
尚
」
は
そ
の
地
に
 庵
 を
組

い
お
り

み
、
自
分
の
 雅
  号
 「
門
昌
」
の

が
 
ご
う

名
を
と
っ
て
「
門
昌
庵
」
と
名

付
け
ま
し
た
。

　
和
尚
に
罪
を
着
せ
た
明
石
ら

一
派
は
、
藩
主
が
病
気
が
ち
な

の
は
柏
巌
に
よ
る
「
呪
い
」
の

 祈
  祷
 に
よ
る
も
の
だ
と
し
、
柏

き
 
と
う

巌
の
殺
害
を
す
す
め
る
と
、
矩

廣
は
処
刑
の
命
を
下
し
ま
し
た
。

　
延
宝
６
年（
１
６
７
８
）　
月
１２

「
柏
巌
和
尚
」
が
「
門
昌
庵
」

の
前
庭
で
処
刑
さ
れ
る
と
き
、

「
私
の
命
が
消
え
て
も
、
お
家

の
七
代
七
流
れ
の
は
て
ま
で
た

た
っ
て
や
る
」
と
言
い
残
し
た

と
さ
れ
、
松
前
に
首
を
持
ち
こ

む
時
、
江
差
で
寺
が
火
災
に
な

っ
た
り
、
泊
ま
っ
た
家
か
ら
発

狂
者
が
出
た
り
、
川
が
逆
流
し

た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
異
変
が
あ

っ
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

 「
矩
廣
」の「
釈
迦
涅
槃
図
」
 

　
矩
廣
は
元
禄
　
年（
１
６
９

１０

７
）城
内
に
仏
殿
を
造
立
し
柏

巌
和
尚
の
 追
  善
  菩
  提
 の
た
め
、

つ
い
 ぜ
ん
 
ぼ
 
だ
い

自
ら
釈
迦
涅
槃
図
の
 大
  幅
 を
書

た
い
 ふ
く

き
上
げ
て
菩
提
寺
の
法
幢
寺
に

納
め
、
和
尚
の
年
 回
  忌
 を
 厳
粛
 

か
い
 
き
 

げ
ん
し
ゅ
く

に
 執
 り
行
う
こ
と
に
な
っ
た
と

と

い
い
ま
す
。
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６日・１３日・２０日・２７日１２月の松前温泉休養センターの休日

碓役 ：役場
碓病 ：町立松前病院
碓総 ：町民総合センター
碓町体 ：町民体育館
いさりび：パートナーシップランド『いさりび』
碓集 ：小島地区基幹集落センター

碓健 ：健康センター
碓温泉 ：温泉休養センター
碓図 ：町立図書館
碓漁民 ：漁民センター
碓コミ ：建石コミュニティセンター
碓改 ：生活改善センター

碓憩 ：老人憩の家
碓寿 ：寿の家
碓福 ：月島福祉の家
ふれあい：ふれあい交流センター
碓会館 ：町内会館
碓社協 ：社会福祉協議会

保健関係等行　事　等

外科（乳腺）診療（８：３０～１５：００ 碓病 ）
定期健康相談（１０：００～１４：００ 碓健 ）
栄養相談（１０：００～１４：００ 碓健 ）
ガンバルーン体操教室（１０：００～１１：３０ 碓集 ）

１日 （木）

ガンバルーン体操教室（１０：００～１１：３０ ふれあい）
町道朝日豊岡線開通（１１：００）
移動町長室（１３：００～１５：００ 大島支所）２日 （金）
第２２回松前音楽の集い（１３：００～ 碓町体 ）
どうわの日［絵本読み聞かせ］（１４：００～１４：３０ 碓図 ）３日 （土）

スタンド営業：北海道エネルギー４日 （日）

整形外科診療（８：３０～１１：００ 碓病 ）５日 （月）

ガンバルーン体操教室（１０：００～１１：３０ 茂草碓会館 ）移動町長室（１０：００～１２：００ 小島支所）６日 （火）
眼科診療（８：３０～１５：００ 碓病 ）
１歳６ヶ月児健診（１２：３０～１２：４５ 碓総 ）
３歳児健診（１３：００～１３：１５ 碓総 ）
ガンバルーン体操教室（１０：００～１１：３０ 原口碓憩 ）

７日 （水）

定期健康相談（１０：００～１４：００ 碓健 ）
ガンバルーン体操教室（１４：００～１５：３０ 碓福 ）どうわの日［乳幼児向け絵本読み聞かせ］（１０：３０～１１：００ 碓図 ）８日 （木）
耳鼻咽喉科診療（８：３０～１５：００ 碓病 ）
定期健康相談（１２：３０～１３：３０ 茂草碓会館 ）
ガンバルーン体操教室（１０：００～１１：３０ いさりび）

９日 （金）

10日 （土）

スタンド営業：前側石油11日 （日）
定期健康相談（１１：２０～１２：２０ 碓温泉 ）
ガンバルーン体操教室（１０：００～１１：３０ 碓コミ ）12日 （月）
股関節脱臼検査（１３：００～１３：３０ 碓病 ）
ガンバルーン体操教室（１０：００～１１：３０ ふれあい）移動町長室（１３：００～１５：００ 大沢支所）13日 （火）
眼科診療（８：３０～１５：００ 碓病 ）
乳児健診（１２：３０～１３：１５ 碓健 ）
ガンバルーン体操教室（１０：００～１１：３０ 碓集 ）

運転免許更新時講習会（碓総 ）
　違反講習１０：００～・優良講習１３：００～
　一般講習１３：４５～・初回講習１５：００～

14日 （水）

定期健康相談（１０：００～１４：００ 碓健 ）15日 （木）

外科診療（８：３０～１１：００ 碓病 ）16日 （金）

どうわの日［クリスマス会］（１４：００～１５：３０ 碓図 ）17日 （土）

スタンド営業：川菱商会18日 （日）

整形外科診療（８：３０～１１：００ 碓病 ）松前町議会第４回定例会19日 （月）

１ ２  　　　
　　～１ 1912月 まちのカレンダ12月  まちのカ レンダー12月 まちのカレンダ12月  まちのカ レンダーー



ビン・ペットボトル・

その他のプラスチック

カン・紙パック・ダンボール・

古紙・その他の紙

 ２日（金）・16日（金） １日（木）・15日（木）
白神～月島

館浜～茂草

 ６日（火）・20日（火） ５日（月）・19日（月）豊岡～建石

13日（火）・27日（火）12日（月）・26日（月）清部・江良・原口

燃えないごみ・燃えない粗大ごみ燃える粗大ごみ

21日（水） ７日（水）白神～建石

28日（水）14日（水）館浜～原口

資源ごみの収集日程

保健関係等行　事　等

リハビリ教室（１１：００～１４：００ 碓総 ）
ガンバルーン体操教室（１０：００～１１：３０ 朝日碓寿 ）年金相談（１０：４０～１６：００ 碓役 ）20日 （火）
眼科診療（８：３０～１５：００ 碓病 ）
ガンバルーン体操教室（１０：００～１１：３０ 碓福 ）心配ごと相談所開設（１３：００～１６：００ 碓社協 ）21日 （水）
定期健康相談（１０：００～１４：００ 碓健 ）
育児教室［すくすく教室］（１０：００～１１：３０ 碓健 ）
ガンバルーン体操教室（１０：００～１１：３０ 大沢碓憩 ）どうわの日［乳幼児向け絵本読み聞かせ］（１０：３０～１１：００ 碓図 ）

22日 （木）

23日 （金）

町立病院診療日〈平日診療科目のほか、内科（循環
器・予約制）・耳鼻咽喉科診療〉（８：３０～１１：００）24日 （土）

休日納税相談窓口開設（９：００～１７：００ 碓役 ）
スタンド営業：全店営業25日 （日）

ガンバルーン体操教室（１０：００～１１：３０ 荒谷碓寿 ）
夜間納税相談窓口開設（１７：３０～２０：００ 碓役 ）
出稼ぎ就職相談会（１０：００～１４：００ いさりび）26日 （月）

ガンバルーン体操教室（１０：００～１１：３０ 白神碓寿 ）夜間納税相談窓口開設（１７：３０～２０：００ 碓役 ）27日 （火）

眼科診療（８：３０～１５：００ 碓病 ）
夜間納税相談窓口開設（１７：３０～２０：００ 碓役 ）
集合主税出張収納所開設（１３：００～１５：００ 碓漁民 ）28日 （水）

夜間納税相談窓口開設（１７：３０～２０：００ 碓役 ）29日 （木）
役場仕事納め
町立病院仕事納め30日 （金）

31日 （土）

１ ２  　　　
　　～20 31

天皇誕生日

12月 まちのカレンダ12月  まちのカ レンダー12月 まちのカレンダ12月  まちのカ レンダーー

スタンド営業：全店休業
１日 （日）

スタンド営業：全店休業２日 （月）

３日 （火）

1

元旦



広報まつまえ 平成２３年１２月号 別冊 １

松前町職員の任用・給与・勤務条件など

（平成２３年度公表）

人事行政の運営状況についてお知らせします。

（注）「一般行政職」欄には、他に区分されない職種も含めています。

　　任　　用

　職員の採用及び退職等の状況（平成２２年度）

離　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職

採　用
区分

職種 合　計
免　　　職退　　　　　　　　　　職

失職懲戒分限任期満了死亡普通勧奨定年

４４３一 般 行 政 職

５５３医 療 職

技 能 労 務 職

教 育 職

９５４６　 合　 計　

（１００.０％）（５５.６％）（４４.４％）（構成比）

１

　　給　　与

（参考）　　　　
前年度人件費率

人件費率
Ｂ／Ａ

人　件　費
Ｂ

実質収支歳　出　額
Ａ

住民基本台帳人口
（２２年度末）

区　分

％

２０.２

％

２２.０

千円

１,２１６,２０４

千円

３０３,６１５

千円

５,５３３,４１０

人

９,１１６
２２年度

 （１）人件費の状況（一般会計決算）

１人当たりの給与費
Ｂ／Ａ

給　　　　　　　与　　　　　　　費職員数
Ａ

区　分
　　　計　　Ｂ期末勤勉手当職員手当給　　料

千円

６,２６０

千円

７６９,９４４

千円

１８７,０５６

千円

８０,４８６

千円

５０２,４０２

人

１２３
２３年度

（注）１　職員手当には退職手当は含まれていません。

　　　２　給与費は当初予算に計上された額です。

 （２）職員給与費の状況（一般会計予算・特別職除く）

平成２２年平成１７年区　　分

９１.２８７.３松　 前　 町

９５.１９３.７全国町村平均

　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００と

した場合の、地方公務員の給与水準を示す指数のことです。

 （３）ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

２



広報まつまえ 平成２３年１２月号 別冊

平均給与月額平均給料月額平均年齢区　分

円

３５４,３２９
円

３２６,８７６
歳

４５.７松前町

円

３９５,６６６
円

３２５,５７９
歳

４１.９国

（注）１　「平均給料月額」とは、平成２２年４月１日現在における職員の基本給の平均です。

　　　２　松前町では給料の独自削減を行っていますので、削減後の額です。

　　一般行政職

平均給与額に、

期末・勤勉・寒

冷地手当は含ま

れません。

 （１）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成２２年４月１日現在）

２

 （３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成２３年４月１日現在）

経験年数１５年以上～２０年未満経験年数１０年以上～１５年未満経験年数７年以上～１０年未満区　　　分

２９０,４７５ 円－－大学卒

一般行政職

２６６,８４３ 円－－高校卒

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数です。

 （２）職員の初任給の状況（平成２３年４月１日現在）

国松　前　町
区　　　分

２年後の給料初任給２年後の給料初任給

１８４,２００ 円１７２,２００ 円１８４,２００ 円１７２,２００ 円大学卒
一般行政職

１４８,５００ 円１４０,１００ 円１４８,５００ 円１４０,１００ 円高校卒

　　職員の平均給料月額、初任給等の状況３

構成比職員数標準的な職務内容区分

９.７％１２人主事・技師・保育士・保健師１級

１.６％２人主事・技師・保育士・保健師２級

３６.３％４５人
主査・主任・主任技師・
主任保育士・主任保健師

３級

２３.４％２９人主査４級

１.６％２人主幹５級

２１.０％２６人課長・主幹６級

６.４％８人課長７級

１００％１２４人合　　　　　計

（注）１　松前町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

 　　　　　　　　　　　　　（平成２３年４月１日現在）

　　一般会計の級別職員数等の状況４



広報まつまえ 平成２３年１２月号 別冊 ３

　　職員の手当の状況

 （１）期末手当・勤勉手当（一般会計分）

国松　　　前　　　町

（平成２２年度支給割合）

　　　期末手当　　　　勤勉手当

　　　２.６０月分　　　  １.３５月分

（平成２２年度支給割合）

　　　期末手当　　　　勤勉手当

　　　２.７５月分　　　  １.４０月分
（加算措置の状況）

　職制上の段階、職務の級等による加算措置

有り

（加算措置の状況）

　職制上の段階、職務の級等による加算措置

有り

５

 （２）退職手当（平成２３年４月１日現在）

国松　　　前　　　町

勧奨・定年自己都合（支給率）勧奨・定年自己都合（支給率）

３０.５５月分２３.５０月分勤 続２０年３０.５５月分２３.５０月分勤 続２０年

４１.３４月分３３.５０月分勤 続２５年４１.３４月分３３.５０月分勤 続２５年

５９.２８月分４７.５０月分勤 続３５年５９.２８月分４７.５０月分勤 続３５年

５９.２８月分５９.２８月分最高限度額５９.２８月分５９.２８月分最高限度額

その他の加算措置

・定年前早期退職特例措置　２～２０％

その他の加算措置

・定年前早期退職特例措置　２～２０％

１人当たり平均支給額（２２年度実績）１２,６７６ 千円 

 （３）地域手当（平成２３年４月１日現在）

国の制度（支給率）支給対象職員数支　給　率支給対象地域

１８％－１８％１級地（東京）

３％１人３％６級地（札幌）

１０３千円支給実績（平成２２年度）

 （４）特殊勤務手当

全　　職　　種区　　　　　　　分

２３,０６３ 千円支給実績（平成２２年度）

６９９ 千円支給職員１人当たり平均支給年額（平成２２年度）

１８ ％職員全体に占める手当支給職員の割合（平成２２年度）

代表的な手当の名称：医学研究調査手当・病理細菌業務手当・夜間看護等業務手当

 （５）時間・休日勤務手当

２８,３１３ 千円支給実績（平成２２年度）

１７３ 千円職員１人当たり平均支給年額（平成２２年度）



広報まつまえ 平成２３年１２月号 別冊４

 （６）その他の手当（平成２３年４月１日現在）

国の制度と
異なる内容

国の制度
との異同

内容及び支給単価手　当　名

同

①配偶者　１３,０００円

②配偶者以外の扶養親族

　　１人につき　６,５００円

　　配偶者なし　１人目１１,０００円

③１５歳に達する日後の最初の４月１日から２２歳に達する日後

　最初の３月３１日までにある子　１人５,０００円加算

扶 養 手 当

同
月額１２,０００円を超える家賃を支払っている職員に対し、

家賃の額に応じて２７,０００円を限度に支給
住 居 手 当

自動車等使
用の場合は、
国の約１.７倍

異

①交通機関等利用者　１か月当たりの運賃等相当額

　５５,０００円を限度に支給

②自動車等使用者　通勤距離に応じて２,０００円～３２,６００円

通 勤 手 当

国は、職務
の級により
定額化　　

異

月額３５,０００円（看護副部長は、月額３０,０００円） 

医師職は、給料月額に次の割合を乗じて得た額

　病院長１５％、副院長１２％、部長・医局長・医長１０％、

管理職手当

同

①世帯主で扶養親族のある職員　２２,５４０円／月

②その他の世帯主である職員　　１２,８６０円／月

③世帯主でないその他の職員　　 ８,６００円／月

　※毎年１１月から翌年３月までの５か月を支給

寒冷地手当

　　特別職の給料等の状況（平成２３年４月１日現在）６
区　　　　　　　　分

８２０,０００ 円町 長

給
料 ６５５,０００ 円副 町 長

５９０,０００ 円教 育 長

２７０,０００ 円議 長

報
酬 ２１０,０００ 円副 議 長

１８０,０００ 円議 員

３.９５月分町 長

期
末
手
当

３.９５月分副 町 長

３.９５月分教 育 長

３.９５月分議 長

３.９５月分副 議 長

３.９５月分議 員

（算定方式：給料月額×支給率×勤続期間）
退
職
手
当

支給率（５１２.６／１００）町 長

支給率（３２３.４／１００）副 町 長

支給率（２８３.８／１００）教 育 長

※　特別職・議会議員の期末手当に係る加算措置があ

ります。



広報まつまえ 平成２３年１２月号 別冊 ５

　　職員数の状況７
 （１）部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）（特別職除く）

主 な 増 減 理 由
対前年
増減数

職　員　数区分
部門 平成２３年平成２２年

０１１２人１１２人一般行政部門

０１５人１５人教育委員会部門

部門間異動△  １６人７人水道事業部門

看護師の欠員不補充△  ２４９人５１人病院事業部門

△  ３１８２人１８５人合　　計

 （３）年齢別職員数の状況（各年４月１日現在）（特別職除く）

計
６０歳

以上

５６歳～

５９歳

５２歳～

５５歳

４８歳～

５１歳

４４歳～

４７歳

４０歳～

４３歳

３６歳～

３９歳

３２歳～

３５歳

２８歳～

３１歳

２４歳～

２７歳

２０歳～

２３歳

２０歳

未満
区分

人人人人人人人人人人人人人Ｈ１８年

職員数 ２１５０３２３１４１１９２２２３２１１７４４１
人人人人人人人人人人人人人Ｈ２３年

職員数 １８２０３４２９１９２５２０２４９６６９１
％％％％％％％％％％％％％

構成比
１００.００.０１８.７１５.９１０.４１３.７１１.０１３.２４.９３.３３.３５.００.５

進　捗　率純　減　数平成２３年４月１日現在職員数平成１７年４月１日現在職員数

７５．６％３４人１２７人１６１人

　　②進捗状況

 （２）定員適正化計画の数値目標及び進捗状況（水道・病院事業除く）

平成２７年４月１日現在
における数値目標　　

数値目標
計　　　画　　　期　　　間

終　　　期始　　　期

１１６人４５人（２８.０％）の純減平成２７年４月１日平成１７年４月１日

　　①数値目標



広報まつまえ 平成２３年１２月号 別冊６

　　勤務時間その他の勤務条件

 （１）勤務時間の状況（平成２３年４月１日現在）

教育職員一般職員

３８時間４５分３８時間４５分

　　①１週間の勤務時間

８

休憩時間終了時間開始時間

１２時００分～１３時００分１７時３０分８時４５分

　　②職員の勤務時間

 （２）職員の年次休暇の取得状況（平成２２年）

平均取得日数（a）／（b）全対象職員数（b）総 取 得 日 数（a）総 付 与 日 数

８.１日９２人７４５.４日３,６２３日
（注）　全対象職員とは、平成２２年１月１日から平成２２年１２月３１日までの全期間に在職した非現業

の一般職員に限り、当該期間の中途に採用された者及び退職した者並びに当該期間中に育児

休業、休職の事由がある職員並びに派遣職員を除くものとし、それらの職員を除いた職員の

取得した年次有給休暇の合計数を総取得日数としています。

 （３）特別休暇の状況（平成２３年４月１日現在）

付与日数 種　　　　　　　　　　　　　類

必要と認める期間１　骨髄提供休暇

５日以内 ２　ボランティア休暇

６日以内３　結婚

１日２回１回１時間以内４　育児時間

３日以内５　妻の出産

１０日配偶者６　親族の葬儀等に係る休暇

７日父母

５日子

３日祖父母

１日孫

３日兄弟姉妹

１日おじ又はおば

３日父母の配偶者又は配偶者の父母

１日子の配偶者又は配偶者の子

１日祖父母の配偶者又は配偶者の祖父母

１日兄弟等の配偶者又は配偶者の兄弟等

１日おじ又はおばの配偶者

３日以内７　夏季休暇

５日（子が２人以上の場合は１０日）以内８　子の看護休暇

５日（要介護者が２人以上の場合は１０日）以内９　短期介護休暇

１日以内１０　家族の祭日（法要）

必要と認める期間１１　公民権行使休暇

８週間１２　産前休暇

８週間１３　産後休暇

７日以内１４　災害事故休暇

必要と認める期間１５　災害時出・退勤休暇



広報まつまえ 平成２３年１２月号 別冊 ７

 （４）育児休業等の取得状況（平成２２年度）

育児短時間勤務取得者数部分休業取得者数育児休業取得者数

－－－男性職員

－－１人女性職員

 （５）介護休暇の取得状況（平成２２年度）

該当なし

９　　分限及び懲戒（平成２２年度）
 （１）分限処分

 （２）懲戒処分

該当なし

該当なし

　　研修（平成２２年度）

期　間受講者数研　　修　　名

１年間１人北海道研修

３日３人渡島町村会新規採用職員研修会

３日４人渡島町村会初級職員研修会

３日１人渡島町村会中級職員研修会

１日１人渡島・檜山法務研修（基礎）

１日１人渡島・檜山法務研修（応用）

２日４人退職者準備型セミナー

２日１人地方自治法研修

２日３人地方公務員法研修

２日４人管理能力研修

２日３人指導能力研修

２日１人税務事務（基礎）固定資産税課税研修

２日１人税務事務（基礎）徴収研修

２日１人人事評価者研修

１日２人北海道・市町村職員交流職員研修会

１日３人新規採用職員基礎研修会

１日２０人財務会計基礎研修

４日１人姉妹都市との交流研修（旧梁川町）

１日１人北海道政治講座

１日１人公文書等保存研修

自己啓発研修

２日１人北海道地方自治土曜講座

１日１人自治体法務検定（政策法務）

１日１人給水装置工事主任技術者試験

１０



広報まつまえ 平成２３年１２月号 別冊８

　　福祉及び利益の保護（平成２２年度）１１
 （１）職員の厚生福利の実施状況

　松前町独自の職員の福利厚生については、職員互助会を設置して実施していますが、運営に

ついては職員の会費により行っています。主な事業としては、「職員新年会」・「職員に係る慶

弔費」などです。

　また、北海道市町村職員福祉協会へ加入しております。

事　　業　　内　　容事　業　区　分　等

健康増進のために実施する体育大会等への助成保健体育奨励助成

所属所が行う健康管理対策事業への助成総合健診事後指導支援助成

生涯生活設計支援のためのセミナーの開催退職者セミナー

衛生管理者資格取得のための受講費用の助成衛生管理者受講助成

保健思想の普及向上に関する研修会等への助成講座・研修会等への助成

３０日以上入院した場合入院一時金

本人又は被扶養者が出産したとき出産祝金

本人又は被扶養者が死亡したとき弔慰金

本人又は被扶養者が要介護３以上と認定されたとき介護見舞金

自己啓発のための大学等の通信教育・講座を受講する場合の学
習費用助成

自己啓発支援助成

会員で構成されるボランティア団体の活動支援ボランティア活動支援助成

本人と配偶者を指定保養所に優待結婚優待

本人と同居の家族を指定保養所に優待共済会員優待

本人と配偶者又は同居の家族を指定保養所に優待退職優待

　北海道市町村職員福祉協会の福利厚生事業内容

公平委員会の業務の状況報告（平成２２年度）

１　勤務条件に関する措置の要求の状況

該当なし

２　不利益処分に関する不服申し立ての状況

該当なし

 （２）公務災害等の状況

平成２２年度末

未認定件数

平成２２年度中認定状況平成２２年度中

申請件数

平成２１年度末

未認定件数
区分

計公務外公務上

――――――公務災害

―２―２２―通勤災害

―２―２２―計
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